




















































かし 2004 年、熊楠から法龍への書簡が大量に発見され、さらに 2010 年に『高山寺蔵 南方熊楠書翰 土宜法龍
宛 1893－1922』（藤原書店）として出版されるに至り、熊楠の「大日」観＝「神」観、あるいは「大不思議」へ
の考え方の輪郭が、今ようやく見え始めてきたと言える。 
2 土宜法龍 1854～1923 年、京都栂尾高山寺住職、のちに高野派管長となる。真言宗聯合総裁、高野山大学総
理などを兼任した当時最高の学僧（鶴見 2001：43）。1876 年、慶應義塾別科に入り、福沢諭吉のもとで洋学を
学んだ。1893 年 9 月、真言宗を代表してシカゴ万国宗教会議に出席。10 月渡英。10 月 30 日、熊楠と出会う。
11 月 4 日、パリへ移る。パリに移ってからも、熊楠と頻繁に書簡のやり取りを行った。11 月 13 日、パリ・ギメ
博物館で御法楽の儀を執行。その他、同博物館で、仏教資料の調査・研究・助言を行った。熊楠が帰国後、両者
の書簡のやり取りは再び頻繁となる。これらの書簡群は、熊楠の書いたものの中でも、特に思想性が高いものと
して珍重されている。（中瀬・長谷川 1990：73, 75 参照） 
























































べて画にあらわれし外に何があるか、それこそ、大日、本体の大不思議なり。[1903 年 7 月 18








































































なる事理がありそうに思わるというぐらいのことを想像しうるなり。[1903 年 7 月 18 日付土宜















                                                   
3 そもそも、熊楠の言うこの「不思議」とは一体何なのか。差し当たっては「領域」と言い換えてよいと思われ
る。おそらく熊楠にとって「不思議」（特に人智を超えた「大不思議」）は Mystery というよりむしろ Wonder
（ワンダーランド〔素晴しいところ〕の Wonder）であったのではないだろうか。Mystery、Wonder 共に「不
思議」という意味を含むが、熊楠の言う「不思議」とは、より素晴らしく、またより羨ましくもあり、そして何







































































































































るものと見ていふなり。[1902 年 3 月 23 日付土宜法龍宛書簡]（高山寺資料：256） 
 
万物悉く大日より出、諸力悉く大日より出ること第二以下の状にて見られよ。万物みな大日に帰













































































































図 3  








10 巻、別巻 1、2』、平凡社、1971～1975 
2、2004 年 10 月、京都・高山寺において新たに発見された土宜法龍宛書簡は、『高山寺蔵 南方熊楠
書翰 土宜法龍宛 1893－1922』から引用し、高山寺資料と略記した。 








・Polanyi, Michael The Tacit Dimension, 1967／邦訳：高橋勇夫、『暗黙知の次元』、ちくま学芸文
庫、2003 
 
